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「Moneytree - 賢いお金のアシスタント」アプリが 13万ダウンロード突破  

お金管理アプリとして国内初となる TRUSTeマーク認証を取得  
 
マネーツリー株式会社（本社：東京都渋谷区）は、賢いお金のアシスタント「Moneytree」が iPhone
と iPad の利用者から強い関心を受け、今月に 13 万ダウンロードを突破したことを発表いたします。
その上、国内のお金アプリとして初めてプライバシー認証の「TRUSTe マーク」を頂きました。
Moneytree は Apple 社が提供している安全性の高い iOS の暗号化と最新鋭のセキュリティー機能も装
備し、利用者がさらに安心してお使いできます。Moneytree は国内の銀行とカード会社のウェブサイ
トから明細データをダウンロードするお金アプリです。 
 

 
 

今日では、様々なアプリがクラウドサービスとして個人情報を収集していますが、個人では信用でき

るサービスかどうかは容易に判断できません。特にお金に関わるサービスとしては、お客さまの信頼

を得ることが重要です。このため Moneytree は、プライバシーの厳正な審査を受け一般社団法人日本
プライバシー認証機構より TRUSTeマーク認証を取得致しました。 

 
一般社団法人日本プライバシー認証機構の代表理事である星野克美氏は、 

 
「企業はアプリを通じて様々な人々に関する情報を収集し、多くの人々には情報管理に

対する潜在的な不安があり、スマートフォンビジネス発展の障害になっていると言える

かも知れません。TRUSTe マークを取得することは、その企業が利用者から収集する個
人情報の利用目的、情報管理体制などを事前に公開することにより、利用者に安心感を

与え、企業に信頼を与える効果が期待できます。 
 
マネーツリー株式会社様は“Privacy by Design”をコンセプトに「Moneytree（マネーツ
リー）」を開発しておられ、今回の TRUSTe マークの取得も同社が推進する個人情報保
護、消費者保護活動の一環であり、大変喜ばしく思います。」 

 
とコメントしています。 
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お金の管理は、複数の銀行口座やクレジットカードを保有し、口座が増えるほど面倒になりがちです。

オンライン明細は、従来は一つ一つの金融機関のサイトで個別に確認する必要がありました。その上、

金融機関のサイトが使いやすいとは限りません。 
 
Moneytree では、金融機関の口座を一度登録するだけで、複数の預金残高とカード使用額をスマホの
画面上で確認できるようになります。そのため、一つ一つのサイトの IDやパスワードを毎回個別に入
力する必要がなくなります。銀行のウェブサイトがメンテナンス中の時も、アプリからいつでも利用

状況が確認できます。４月末のリリース後、Moneytreeは細かいアップデートを多数行い、同時に洗
練されたデザインのグラフ機能も新しく開発しました。過去の支出と残高の推移を簡単に閲覧できる

このグラフは、お金アプリにおける従来の常識とは全く異なるものです。Moneytree のグラフの新機
能は本日から App Storeで無料でインストールできます。 

 

 
 

 
今年４月２５日のリリース以降、Moneytree の洗練されたシンプルなデザインを多くの方に支持して
いただき、リリース直後に Apple 社の App Store のスタッフおすすめにも選ばれ、７月には Apple 社
のアプリ特集「App Storeを始めよう」のトップアプリにも選ばれました。 
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■ TRUSTeマークについてさらに詳しい情報  
なお日本プライバシー認証機構は、TRUSTe マーク認証後も、継続的にアプリの調査を行います。ア
プリに特化したプライバシー認証であるため、監査員が利用者として登録を行い、定期的に調査が実

施されます。さらに、第三者苦情対応プログラム「Watchdog プログラム」（ウォッチドッグ）といっ
たサービスも提供しています。TRUSTe マークを取得した場合、「情報漏えい賠償責任保険」も付帯し
ていますので、Moneytreeのお客さまが安心して利用することができます。 
 
※ 国内では、日本プライバシー認証機構（www.truste.or.jp）が独占的に TRUSTe マークを発行して
います。 
 
■ サービスの開発背景  
複数の銀行口座やクレジットカードを所有している多くの人にとって、個別のウェブサイトやアプリ

を使って情報を閲覧することは面倒くさい、という点に Moneytree のファウンダーは着目しました。
複数のメールアカウントはスマホで簡単に確認できますが、同じくらいシンプルな方法で金融機関の

アカウントを全て確認できるアプリはありませんでした。 
 
そこで Moneytree の創業者は「メールと同じくらい簡単に自分のお金の状況が確認できればどうだろ
うか」と考えました。メールアプリは誰でも簡単に使えますが、大抵のお金アプリは動作が遅く、手

間がかかります。Moneytree では「会計ソフト」や「家計簿アプリ」とは一線を画した、新しいアプ
リを作ろうと考えました。このようにして、誰でも使えるツール「賢いお金のアシスタント」を開発

するに至ったのです。 
 
Moneytree はオンライン明細よりデータを自動的にインポートし、お客さまのデータを理解し、カテ
ゴリーを自動的に分類します。また、必要な時に確認できるよう、最新の情報を自動的に取得します。

優秀なアシスタントのように、Moneytreeはお客さまの作業の量を格段に減らします。 
 
■ Moneytree利用者の声  
・「使い始めて数ヶ月になります。オンラインバンキングに登録してる口座、クレジットカード、電子

マネーが何に使われたのかが一目瞭然になる。サポートも良く、対応状況や機能要望などにも応えて

くれた。」 
・「 全体的に素晴らしいアプリだと思います。iOS デバイスにのみ提供するとのことで iPhone を手放
せなくなる重要なアプリになりました。」 
・「 素晴らしいアプリ - 金のやりくりが苦手な自分でもこれならいつでもどこでも気にしてやりくりし
ていけるのが良いですね。」 
・「インターフェースが秀逸で、簡単に資産管理ができ助かっています！」 
・「普段自分で webページを開いて見ていたのですごい楽です。」 
・「 振込み、引出しの通知が入るのでチェックしやすくて、動作も安定していて、非常に使いやすい
です。」 
・「とても見やすい！そしてわかりやすい！それに尽きると思います。お金の管理が苦手な人にオスス

メです。」 
・「 とても便利で使いやすい。操作も分かりやすので活用出来そうです。 」 
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※ AppStoreのユーザーレビューと Twitterより抜粋 
 
■ Moneytreeの今後の展開  
登録できる銀行やカード会社を継続的に追加していきます。さらに、Moneytree のデータ分析能力を
向上させ、情報の質と利便性を追求していきます。iPad 向けのネイティブ版は現在製作中であり、そ
の後に Android 版が続きます。できる限り多くの方に Moneytree をご利用いただけるよう、無料でサ
ービスを提供するようにしています。ただし、現在開発中の 「プレミアム機能」に関しては今後有料
で提供していく予定です。 
 
■ Moneytree関連 URL 
iTunesダウンロード：  http://itunes.apple.com/jp/app/line/id586847189?mt=8 
サービスのサイト:       http://moneytree.jp 
紹介ビデオ:                http://moneytree.jp/graph-demo 
Twitter:                         https://twitter.com/moneytreejp 
  
■マネーツリー株式会社について  
マネーツリー株式会社は 2012 年 4 月、オーストラリア出身のポール・チャップマンによって設立さ
れました。開発チームは、スマホアプリおよびセキュリティーシステムの分野で確固とした実績と経

験を誇るスタッフで構成されています。 
 
弊社が開発している Moneytree アプリは、お金のマネジメントの第一歩である資産状況の把握が、
iPhone や iPad などで手軽にできるようになるお金の管理ツールです。私達はこのアプリケーション
を通じて、一般的に意識している人が少ない個人の資産管理（自分の資産を守り、殖やすこと）への

知識・関心を高めることに貢献していきます。 
 
本件に関するお問い合わせ先：  
マネーツリー株式会社 
担当 マクダッド、鈴木（すずき） 
TEL  03-5962-7732 
MAIL  press@moneytree.jp 
WEB  www.moneytree.jp 
 
以上 
 
※ Apple、iPhone および iPad は Apple Inc.の商標です。iPhone 商標は、アイホン株式会社のライセ
ンスに基づき使用されています。その他、記載されている商品名、会社名等は、各社の商標または登

録商標です。 
 
※ 本リリースに掲載されている情報は発表日現在の情報です。 


